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合
併
を
し
な
い
松
前
町
と
な
っ

て
一
年
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
住

民
に
は
、
説
明
会
を
し
、
十
分
に

理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
１６
年
度
を
迎
え
、
事
務
事
業
検

討
委
員
会
及
び
改
革
会
議
を
立
ち

上
げ
、
行
政
運
営
の
方
法
、
制
度

の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
結
果
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
併
し
な
く
て
も
、
小
さ
く
て

も
、
そ
こ
に
住
む
人
が
活
気
に
満

ち
、
心
豊
か
な
生
活
を
提
供
で
き

る
町
づ
く
り
に
向
け
英
断
を
期
待

し
ま
す
。

　
合
併
協
議
が
壊
れ
た
後
、
単
独

で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
と
い
う
決

意
表
明
し
、
議
員
の
皆
さ
ん
の
賛

同
も
得
て
、
１６
年
度
か
ら
自
立
す

る
た
め
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
行
政
改
革
推
進
本
部
を

中
心
に
事
務
事
業
を
見
直
し
、
そ

の
結
果
を
一
月
に
冊
子
を
つ
く
っ

て
、
住
民
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
非

常
に
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
第
５
次
の
行
政
改
革

大
綱
を
作
成
し
、
さ
ら
に
行
政
改

革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
住
ん

で
良
い
、
暮
ら
し
て
良
い
、
働
く

場
所
も
あ
る
快
適
な
ラ
イ
フ
タ
ウ

ン
を
目
指
し
ま
す
。

　
昨
年
上
陸
し
た
台
風
は
例
年
に

な
い
多
さ
、
中
越
地
震
、
ス
マ
ト

ラ
島
沖
地
震
、
大
津
波
、
本
県
で

も
東
予
地
方
の
豪
雨
災
害
の
発
生

と
、
危
険
が
近
づ
い
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　
各
種
災
害
は
方
程
式
通
り
で
な

く
全
く
予
想
も
で
き
な
い
状
態
で

襲
っ
て
き
ま
す
。
画
一
的
な
対
策

で
は
も
の
の
役
に
立
た
な
い
こ
と

を
認
識
し
、
現
実
と
、
地
域
に
則

し
た
対
策
、
避
難
所
の
設
定
等
々
、

防
災
対
策
の
充
実
、
強
化
に
つ
い

て
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
今
後
予
想
さ
れ
る
東
南
海
、
南

海
地
震
に
つ
い
て
は
、
地
震
発
生

時
に
倒
壊
家
屋
、
火
災
の
発
生
等

の
救
出
、
救
急
、
消
火
活
動
や
津

波
に
対
す
る
避
難
の
勧
告
や
指
示

の
基
準
、
情
報
等
の
伝
達
方
法
な

ど
に
関
す
る
事
項
を
地
域
防
災
計

画
に
定
め
ま
す
。
今
後
、
こ
の
計

画
に
準
じ
た
防
災
訓
練
な
ど
を
行

い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま

す
。
現
在
、
自
主
防
災
組
織
は
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
区
長
会
な
ど
を

通
じ
結
成
の
働
き
か
け
を
し
て
い

ま
す
。
１７
年
度
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
情
報
を
載
せ
た
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
各
家
庭
へ
配
布

し
ま
す
。

　
昔
は
、
異
年
齢
の
子
供
が
入
り

ま
じ
っ
て
遊
び
、
そ
の
中
で
子
供

社
会
の
秩
序
が
保
た
れ
て
い
ま
し

た
。
又
地
域
活
動
を
通
じ
、
地
域

に
学
び
、
地
域
と
交
流
す
る
こ
と

が
人
間
形
成
の
上
か
ら
も
大
変
望

ま
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

ど
の
様
な
方
策
を
と
る
の
か
。

　
異
な
る
年
齢
の
子
供
た
ち
が
、

公
共
施
設
で
一
週
間
共
同
生
活
を

送
り
、
そ
こ
か
ら
通
学
す
る
体
験

学
習
、
通
学
学
習
を
１７
年
度
か
ら

松
前
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
２８
名
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

奉
仕
活
動
、
体
験
活
動
は
、
子
供

た
ち
に
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く

む
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
へ

の
参
加
や
地
域
連
帯
感
の
育
成
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
中

央
公
民
館
、
地
区
公
民
館
、
分
館

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
等

と
連
携
・
協
力
を
強
化
し
、
子
供

た
ち
の
健
全
育
成
を
一
層
推
進
し

ま
す
。

合
併
を
し
な
い
、当
町
の

将
来
に
向
け
て
の
展
望
は

地
域
防
災
活
動
の整

備
は

子
供
の
地
域
意
識
・

ふ
る
さ
と
意
識
の
欠
如
は

快
適
な
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
を

目
指
す

重川　利春　議員

答
弁
　
白
石
町
長

住
民
と
と
も
に
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

答
弁
　
吉
田
総
務
課
長

地
域
社
会
に
関
心
や
愛
着
・

寄
与
の
気
持
を

答
弁
　
赤
星
教
育
長


